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少子高齢化の進展に伴う抜本的な医療提供体制の見直しのために地域医療構想が掲げられ、
地域で不足する医療機能の強化、医療機関間での役割分担や連携の強化が進められてきました。
しかしながら、地域によっては依然として課題もあることから、取組の更なる推進が求められています。

出典：令和6年度診療報酬改定説明資料（R6.3.5厚労省）出典：中医協総会資料（H23.11.25厚労省）

分析内容（イメージ） 分析結果（イメージ）

【病床機能転換の例】

• 急性期機能から回復期機能へ転換
急性期一般入院基本料 ⇒ 地域包括ケア病棟入院料 又は 回復期リハビリテーション病棟入院料

 又は 地域包括医療病棟入院料 等

• 急性期機能を強化
急性期一般入院基本料 ⇒ 小児入院医療管理料 又は ハイケアユニット入院医療管理料 等
地域包括ケア病棟入院料 ⇒ 急性期一般入院基本料（DPC） 又は 地域包括医療病棟入院料

• ダウンサイジング／介護施設への転換
地域一般入院基本料  ⇒ 有床診療所入院基本料（病床削減） 又は 無床診療所
療養病棟入院基本料  ⇒ 介護医療院 又は 介護老人保健施設
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